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1 はじめに
近年，ストレス緩和や娯楽などの観点からエージェ
ントに非タスク対話（雑談）を求める機会が増加して
いる．しかし，既存の対話エージェントは長い対話に
一貫性を持たないことや，個性を持たず画一的である
課題が存在する．
Zhang らはその解決策として，話者の情報をペ
ルソナとして組み込んだ対話データセットの PER-

SONACHAT dataset と，それを用いた単純な対話モ
デルを発表した [1]．吉田らは対話の中で生まれた情報
を取り入れるため，エージェント発話を新たなペルソ
ナとして取り入れる手法を考案し，応答に与える影響
について分析した．分析の結果，発話文中からペルソ
ナを抽出してエージェントの新たなペルソナとして取
り入れることはエージェントの対話性能向上に有効で
あることが判明した [2]．Botwinらは自分と似た性格
特徴を持つ人間をパートナーに選択することを示し [3]，
Shumanovらはユーザの性格とチャットボットの性格
を一致させることで購買運動が盛んになることを示し
ており [4]，ユーザと似た性格を持つチャットボットは
より親密な対話を可能にすることが示唆されている．
著者らはこれらの研究を基により高い親密性を得る
ことを目指し，対話文と SNS情報を用いてユーザの個
性を獲得する GPT-4をベースとした対話エージェン
トの開発・検証を試みた [5]．しかし，獲得した個性に
より過去の対話内容の影響を過度に受け，円滑な会話
が難しくなる課題が存在する．本稿ではペルソナの圧
縮や直前の対話への注目度の向上・忘却で課題を解決
し，より親しみやすいエージェントの開発を目指す．

2 提案手法
図 1に提案手法の概観を示す．提案手法では，ユー
ザ発話から対話が始まり，ユーザ発話がペルソナ追加
機構を経てエージェントのペルソナに追加される．そ
の後発話文は履歴として記録され，エージェントのペ
ルソナと共に発話文開発モデルに入力される．その際，
事前に収集した SNS情報も同時に発話文生成モデルに
入力される．その後，ユーザ発話文を基に生成された
エージェント発話文がユーザ発話文と同様にペルソナ
追加機構への入力となり，エージェントのペルソナと
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図 1: 提案手法概観

して追加される．これによりエージェントの発言の一
貫性を保つ．以上がユーザとエージェントの 1往復の
対話の流れとなる．

2.1 発話文生成モデル
発話文の生成には OpenAI社の APIである GPT-4

を用いる．プロンプトには最新のユーザ発話文を含む
これまでの対話履歴・エージェントのペルソナ・事前
知識となるユーザの SNS投稿をそれぞれ入力する．ま
た，発話文の生成については直前の発話を重要視する
ように指示し，4往復以前の対話文については対話履
歴に含まない．これにより過去の対話記録からの最新
の発話文への過度な影響を回避し，より自然で人間ら
しい発話文の生成を目指す．
また，本研究ではユーザの SNS 投稿として X（旧

Twitter）のポストを利用する．使用するデータは手作
業で直近のデータを 100ポスト分収集する．その中に
リポストやウェブサイトへのリンク，画像のみの投稿
は含まない．収集したポストのデータは加工せずプロ
ンプトに入力する．これによりユーザ独自の語調や語
尾などのデータを欠損なく反映させることを目指す．

2.2 ペルソナ追加機構
ペルソナ追加機構にも GPT-4を用いる．これによ

りルールベースの機械的な分類ではペルソナとして認
められない発話文を，加工してペルソナとすることが
できる．入力するプロンプトには，最新のユーザもし
くはエージェントの発話文とエージェントのペルソナ
が含まれており，新規のペルソナが既存のペルソナと
矛盾する場合は辻褄があうように修正させ，そうでな
い場合は既存のペルソナに追加するように指示した．
また，3往復ごとにペルソナを圧縮する．ペルソナ

の圧縮では，今までエージェントが保持していたペル
ソナをGPT-4に入力し，意味が重複するものについて
は 1文にするように指示した．表 1に事前実験によっ
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表 1: ペルソナ圧縮効果（n=6）

ペルソナ数

圧縮前 圧縮後

ユーザ 1
A 17 7

B 16 12

ユーザ 2
A 4 5

B 15 8

ユーザ 3
A 19 7

B 22 8

平均 15.5 7.83

•食べ物の品質評価ができる
•揖保乃糸のそうめんが好き
•特級品のそうめんを試したことがある
•高級品よりも上級品のそうめんで満足している
•100円のそうめんの品質には不満がある
•100円のそうめんをひやむぎと比較している
•そうめんは揖保乃糸の上級品がちょうど良いと考えている
•野球が好き
•野球の試合を観るのが好き
•自分で野球のボールを打つのが好き
•阪神タイガースの試合を観るのが一番好き
•阪神タイガースが好きで、試合を観るときはいつも応援している
•読売ジャイアンツについての好みは明らかにされていない
•平和主義者である
•争いを好まない
•そうめんの品質評価と野球以外には特に興味がない
•そうめんの品質評価と野球に専念している.

圧縮前のペルソナ

•食品評価に長け、揖保乃糸のそうめんを好む
•特級品にも満足感あり、が高級品以上を好む
•100円そうめんに不満、上級品が最適と感じる
•野球が大好きで、特に阪神タイガースの応援をしている
•読売ジャイアンツの意見はなし
•平和主義者で争いを避ける
•趣味はそうめん評価と野球観戦/プレイに集中

圧縮後のペルソナ

図 2: ペルソナ圧縮例

て集められたペルソナの圧縮前後のペルソナ数と平均
値を示し，図 2に圧縮の例を示す．事前実験では 3人
の実験協力者に 10往復の対話を 2回実施させ，ペルソ
ナを収集した．結果より，圧縮によってペルソナ数が
削減されていることがわかる．以上の仕組みにより過
去の発話による過度な影響を抑制する．

3 実験
提案手法による親密性の向上を評価するため，以下
の 4種類のエージェントを実装し，感性評価実験を実
施する．
Proposed: 本稿の提案手法であり,ペルソナ追加機構

と事前知識の両方を持つ
Conventional: 従来手法 [5]であり，ペルソナの圧縮

や忘却をしない．
SNSOnly: 事前知識を持ち，ペルソナ追加機構を持た

ない
PersonaOnly: ペルソナ追加機構のみを持ち，事前知

識を持たない
実験は Slackを用いてオンラインで実施し，実験協力
者は自身の PCから Slackチャンネルにアクセスする．

実験協力者はX(旧Twitter)上で募集する．各エージェ
ントとの対話は情報収集フェーズ 3往復と雑談フェー
ズ 10 往復に分けられる．情報収集フェーズではエー
ジェントはユーザの年齢や性別・職業などを聞き出すこ
とでユーザに類似した個性を獲得するように働き，雑
談フェーズではエージェントはユーザと親しくなるよ
うに雑談する．各エージェントとの対話順は実験協力
者ごとにランダムである．各エージェントとの対話終
了後，実験協力者は評価アンケートに回答する．評価
アンケートはGoogle Formを用いて以下 4項目につい
て 5件法で回答させる．また，自由記述の欄を設け各
エージェントとの対話についての感想も収集する．
一貫性: エージェントの話していることは一貫してい
たか

語彙性: エージェントは同じことばかり喋らず，多様
な言葉を発していたか

非破綻性: エージェントはユーザの入力に対して適切
に解釈し，対話の流れに沿った応答ができていたか

親密性: エージェントと仲良くなれたか

4 おわりに
本研究ではユーザにとって親しみやすいエージェン
トを開発するために，対話文と SNS情報からユーザの
個性を獲得するペルソナ対話エージェントを提案した．
過去の対話内容の影響を過度に受ける課題の解決のた
めに，ペルソナ追加機構の中にペルソナを圧縮する機
構を組み込んだ．加えて発話文生成には直前の発話文
を重要視するプロンプト文を入力し，4往復以前の対
話については対話履歴を忘却させた．今後感性対話実
験を実施し，提案手法の有効性を評価する．
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